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人口と世帯
平成20年10月31日現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
健康福祉課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,949人（＋  3)

　男　　1,863人（＋  3)

　女　　2,086人（　  0)

世帯数　1,251戸（　  0)

■P２～４　特集～九州山江村のブランド化～

■P５～19　村内トピックス

■P20～23　お知らせ
　　　　　　むらの動き

村民体育祭で地区が一丸となり優勝した７区

た　　びと　　き

山江村の情報はこちらから 山江村公式ホームページ　http://www.vill.yamae.lg.jp
やまえ村民てれび　         http://ystv.vill.yamae.lg.jp

三ヶ村森林組合で共同利用
　林分改良開発事業による機械施設の設置事業
の一つとして、この度山江、球磨、相良の三組合
でブルドーザー、削岩機を共同利用の目的で施
設する事になったが、去る十月二十二日山江農協
前広場で各関係者の臨席のもとに盛大に入魂式
を行った。
　この事業は、山奥に残る低質広葉樹林の利用
と、人工林への切替が要求されている今日、省力
林業のためにも作業路の開設は緊急を要しています。
　作業機械の代金は、千五十万円で、このうち三分の二は国、県が補助することになっています。
　ブルドーザーが人吉、球磨の森林組合に施設されたのは、はじめてのこころみであり、素材生産事業が今
後活発になるものと期待されます。

～記事より抜粋～

　次第に寒さも増す中、暖かいものが美味しく感じ
る季節となりました。
おでんや寄せ鍋、シチュウなど、野菜をたっぷり食
べるチャンスです。
少人数の食べ方として、白菜の重ね煮もおすすめで
す。疲れがたまっている方、ビタミンＢ１を多く含
む豚肉ビタミンＣを多く含む白菜・大根を簡単に温
かく・美味しくいただきましょう。

エネルギー：240kcal 　たんぱく質：13.1ｇ
１、豚肉と白菜は一口大の大きさに切る。

２、蓋つきの耐熱皿に白菜・豚肉の順に敷きつめる。
　これを繰り返し、一番上は白菜を敷きつめる。

３、２に酒・水を各1/4カップ振りかけ、蓋をして
電子レンジで加熱する。

４、３を器に盛り、大根おろしを添え、小葱を散ら
しポン酢をかける。

11月号2008
NO.223

NOVEMBER

やまえ広報第28号（昭和49年11月15日発行）から

ブルドーザー入魂式
─ 山江・球磨・相良 ─

白菜の重ね煮　

★材料（２人分）　分　量

豚ロース肉　　　 １２０g

白　　　菜　　　 小1/8株

料　理　酒　　　 1/4カップ

大根おろし　　　 １２０ｇ

小　　　葱　　　 適　量

ポ　ン　酢　　　 大さじ３
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　やまえ栗はその品質が全国の市場で評
価され、昭和の時代は皇室へ献上品とし
て扱われるほどだった。
　しかし、現在は生産者の高齢化や減少
により、出荷量も減少し、ＪＡが合併し
たことにより、市場へは球磨栗として出
荷されている。
　それでもやまえ栗の評判は高級和菓子
店では知らないところはないほど。
　しかし生産者も高齢化が進み、出荷量
も減少している。やるならば今しかない。
　天下のやまえ栗が復活に向けて動き出
した。

特集やまえ栗
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「
や
ま
え
栗
の
は
じ
ま
り
」

　

村
政
要
覧
に
は
昭
和
６
年（
１
９
３
１

年
）
に
「
熊
本
県
よ
り
原
種
の
配
布
を

受
け
採
取
畑
を
設
置
」
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

山
江
村
に
は
日
当
た
り
の
よ
い
南
向

き
の
丘
陵
地
が
多
く
、
赤
土
系
の
酸
性

土
壌
が
栗
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
昭
和
33
年
か
ら
産
地
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
造
成
、
苗
木
の
補
助
、
生
産

者
組
織
の
立
ち
上
げ
、
果
樹
技
術
指
導

員
制
度
の
導
入
、
選
果
場
の
建
設
な
ど

全
面
的
に
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
や
ま
え
栗
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

つ
な
が
り
、
市
場
で
の
評
判
も
よ

く
、
高
値
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
天
皇
へ
の
献
上
栗
で
有
名

に
」

　

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）
昭

和
天
皇
へ
の
献
上
栗
と
し
て
「
や

ま
え
栗
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
さ
ら
に
や
ま
え
栗
は
有

名
に
な
り
ま
し
た
。

「
や
ま
え
栗
の
生
産
量
」

　

現
在
熊
本
県
の
栗
は
茨
城
県
に
つ
い

で
出
荷
量
第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

球
磨
地
域
で
は
、
や
ま
え
栗
の
出
荷
量

は
第
１
位
で
１
１
５
ト
ン
（
平
成
19
年

度
生
産
量
）、
球
磨
地
域
全
体
の
出
荷

量
に
た
い
す
る
割
合
は
17
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

や
ま
え
栗
は
最
盛
期
で
は
４
０
０
ト

ン
を
越
え
て
い
た
も
の
が
、
現
在
で
は

１
０
０
ト
ン
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
い
か
に
し
て
生
産
量
を

増
や
す
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※村では栗の剪定に対して毎年補助を行っています。詳しくは産業情報課農政係まで

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
栗
技
術
指
導
員 

吉
村
一
男
さ
ん

　
果
樹
研
究
会
長

 　

今
年
の
栗
は
例
年
に
比
べ
る
と
収

穫
量
は
多
か
っ
た
の
に
、
価
格
は
安

か
っ
た
。
そ
れ
は
栗
の
サ
イ
ズ
が
小
さ

く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

栗
の
実
は
大
き
い
ほ
ど
高
く
売
れ
ま

す
。
大
き
い
と
出
荷
ま
で
の
労
力
も
軽

減
さ
れ
ま
す
。
米
と
比
べ
て
も
、
面
積

当
り
の
販
売
金
額
は
倍
に
な
り
ま
す
。

実
を
大
き
く
す
る
に
は
剪
定
が
一
番
。

や
ま
え
栗
は
「
大
き
く
て
甘
い
」
か
ら

一
品
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
剪
定
し

て
あ
げ
る
と
養
分
か
集
中
す
る
こ
と
か

ら
１
つ
１
つ
が
大
き
く
育
ち
ま
す
。
栗

の
木
を
孫
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
、
み

ん
な
で
も
う
一
度
「
や
ま
え
栗
」
の
名

を
天
下
に
轟
か
せ
ま
し
ょ
う
よ
。

特集やまえ栗
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インタビュー
山江村商工会　藤川指導員

 「九州山江村」の
宝物ブランド化プ
ロジェクトは、山
江村にもともとあ
る 素 材 を 活 用 し
て、少し手を加え
ることによって、
世間が欲しいと思

える商品を作り出し、それを使用し
たい、または売りたいという企業を
見つけるというプロジェクトです。
　大事なことは、そのことが村民の
雇用の場にも、所得の向上にもつな
がると思います。
　この事業を通した商談会や企業と
の対話で分かったのは、企業は「国
産の良質で安定的な供給ができる栗」
をノドから手が出るほど欲しがって
いることです。とはいえ、課題も沢
山あることが分かりました。栗を加
工する㈱やまえでは今まで以上の衛
生管理が求められています。そのこ
と以上に重要なことは、「やまえ栗」
の選果・集荷の体制づくりです。
　専門家である農家のみなさんの目
による厳しい選果と鮮度を落とさな
い㈱やまえの集荷体制づくり。これ
によって「やまえ栗」ブランドの復
活は大きく前進します。

ブランド化プロジェクトで生まれた商品

栗の甘露煮 栗のしぶ皮煮 やまめのオイル漬け やまめのオイル漬け
トマトソースバージョン

ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

　

今
年
商
工
会
を
中
心
と
し
て
「
九
州
山
江
村
の

宝
物
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
や
ま
え
栗
を
始
め
、
甘
藷
や
ユ
ズ
、

ヤ
マ
メ
な
ど
の
地
元
産
物
を
使
用
し
た
新
商
品
の

研
究
と
開
発
、
そ
し
て
販
路
開
拓
を
行
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
流
れ

５
月　

消
費
者
と
加
工
・
小
売
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

６
月　

や
ま
え
の
特
産
品
を
使
っ
た
加
工
商
品
試
作

７
月　

加
工
商
品
の
モ
ニ
タ
ー
調
査

８
月　

モ
ニ
タ
ー
後
の
加
工
商
品
の
修
正
等
検
討

９
月　

株
式
会
社
や
ま
え
の
誕
生

　
　
　

栗
む
き
機
の
導
入
・
石
倉
を
改
修
、
保
冷
庫
完
成

10
月　

や
ま
え
の
特
産
品
を
使
っ
た
加
工
商
品
試
作

11
月　

東
京
で
の
商
談
会
に
参
加

12
月　

デ
ザ
イ
ン
・
加
工
品
の
最
終
決
定

来
年
２
月　

東
京
で
の
商
談
会
に
参
加

九州山江村ブランドマーク

特集やまえ栗
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　皮むきの時間と労力を軽減
　　栗むき機の導入
　現在、栗まんじゅうなどの原料となるむき
栗は生産者の協力を得て、むいた栗が物産館
へ集められます。
　ブランド化事業が進むと、やまえ栗や栗ま
んじゅうはいろんなところで引っ張りだこに
なる可能性があります。そうなると沢山のむ
いた栗が必要になります。でも栗を剥くのは
時間と人手がかかります。
　そこで栗むき機の出番となります。生産者が
むいた栗を中心として使い、それで足りない
時に、栗むき機が活躍してくれます。やまえ
栗のブランド化になくてはならない機械とい
えます。大いに活躍してくれることでしょう。

　栗の安定供給を目指して
　　石倉を保冷庫に改築
　山江村の物産館に集荷された野菜はその
日に店頭に並び、新鮮な野菜として販売さ
れています。時には物産館へ大量の注文が
される場合があります。
　村全体での１日の出荷量にも限界があり
ますし、野菜は生もの。数日で痛んでしま
います。
　そこで、石倉が長期保存が可能な保冷庫
として改築されました。保冷庫が出来たこ
とで、野菜をはじめ、栗などの長期・大量
保存と安定的な出荷など戦略的な販売が可
能になりました。

みんな知ってるかな？山江村の栗商品
新しいモノも大事、でも今までのモノも大切に！

特集やまえ栗

お
わ
り
に

　

村
で
は
今
年
、
保
冷
庫
と
栗
む
き
機
を
新
た
に
導
入
し

ま
し
た
。
今
ま
で
「
や
ま
え
栗
」
は
、
集
荷
さ
れ
た
後
、

市
場
で
競
ら
れ
、
卸
売
り
業
者
を
通
し
て
企
業
等
へ
流
通

し
て
い
ま
し
た
。
農
家
の
み
な
さ
ん
が
一
生
懸
命
作
っ
た

栗
は
、末
端
価
格
で
は
高
い
価
格
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

農
家
の
み
な
さ
ん
が
得
る
収
入
は
け
し
て
高
い
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
農
家
の
み
な
さ
ん
の
所
得
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
に
、
付
加
価
値
の
つ
い
た
栗
を
販
売
す
る

た
め
、「
長
期
保
存
と
安
定
供
給
が
出
来
る
『
保
冷
庫
』」・

「
村
独
自
で
加
工
・
商
品
化
す
る
た
め
の
『
栗
む
き
機
』」

を
導
入
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
と
あ
い
ま
っ
て
、

や
ま
え
栗
は
世
間
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

農
家
の
み
な
さ
ん
、（
株
）
や
ま
え
、
商
工
会
、
村
の

連
携
で
「
や
ま
え
栗
」
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

鬼皮むき機

保冷庫として活躍中の石倉

中の様子

栗を保冷中

渋皮むき機

栗もなか

びっくり団子柚子まろん

栗まんじゅう
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お
ひ
さ
ま
も
応
援
!!

　
　
　
　

村
制
施
行
120
周
年
記
念　

山
江
村
民
体
育
祭

　

平
成
20
年
10
月
19
日
（
日
）、

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
山
江
村

民
体
育
祭
が
山
江
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
時
20
分
、
開
始
の
爆
竹
の
合

図
と
と
も
に
、
各
区
選
手
団
が
颯

爽
と
入
場
行
進
し
、前
年
度
優
勝
、

第
４
区
代
表
の
城
山
幸
一
郎
選
手

の
力
強
い
選
手
宣
誓
の
あ
と
、
競

技
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
村
制
施
行
120
周
年
に

当
た
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
種
目

が
４
種
目
追
加
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　

新
種
目
最
初
を
飾
っ
た
の
は

「
や
ま
え
120
年
の
歩
み（
120
Ｍ
走
）」

で
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
50
メ
ー
ト
ル
を

早
歩
き
、
次
の
50
メ
ー
ト
ル
を
ス

キ
ッ
プ
、
最
後
の
20
メ
ー
ト
ル
を

後
ろ
走
り

で
ゴ
ー
ル

と
い
っ
た

過
酷
な
種

目
で
し
た

が
、
普
段

は
見
ら
れ

な
い
、
お

父
さ
ん
た

ち
が
恥
ず

か
し
そ
う

に
ス
キ
ッ

プ
す
る
姿

に
、
会
場

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
が
お
き
て

い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
新
種
目
は
「
山
江
の

ク
リ
ひ
ろ
い
」
で
し
た
。

　

全
種
目
中
最
も
高
齢
で
あ
る
65

歳
以
上
と
い
う
年
齢
制
限
で
し
た

が
、
火
バ
サ
ミ
を
使
っ
て
必
死
に

栗
を
拾
わ
れ
る
姿
は
、
ま
だ
ま
だ

若
い
者
に
は
世
代
交
代
を
許
さ
な

い
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
の
新
種
目
は
「
み
ん
な

で
玉
入
れ
」
で
し
た
。

　

各
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
、
10
名

の
玉
入
れ
部
隊
は
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
、
そ
の
構
成
こ
そ
様
々
で

し
た
が
、
子
供
も
大
人
も
和
気
あ

い
あ
い
と
籠
を
め
が
け
て
紅
白
の

玉
を
投
げ
入
れ
る
姿
は
、
村
民
体

育
祭
の
趣
旨
で
も
あ
る
「
村
民
相

互
の
心
の
ふ
れ
あ
い
」
を
思
わ
せ

る
も
の
で
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
を
飾
っ
た

の
は
、
４
つ
目
の
新
種
目
で
も
あ

る
「
山
江
音
頭
」
村
民
総
踊
り
で

し
た
。

　

は
じ
め
は
小
さ
な
輪
だ
っ
た
人

の
列
が
、
一
人
、
ま
た
一
人
と
輪

に
加
わ
っ
て
い
く
た
び
に
ど
ん
ど

ん
膨
ら
み
、
最
後
は
一
つ
の
と
て

も
巨
大
な
輪
に
な
っ
た
の
は
、
感

動
的
で
し
た
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
す

ば
ら
し
い
村
民
体
育
祭
に
な
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

選
手
、
又
は
応
援
等
で
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
の
部

優
勝　

第
７
区

　

２
位　

第
２
区

　

３
位　

第
４
区

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

　

１
位　

第
７
区

　

２
位　

第
９
区

　

３
位　

第
15
区

綱
引
き

　

１
位　

第
４
区

　

２
位　

第
11
区

　

３
位　

第
２
区

区
対
抗
リ
レ
ー

　

１
位　

第
２
区

　

２
位　

第
１
区

　

３
位　

第
８
区

　

実
は
７
区
の

応
援
団
は
20
年

ほ
ど
前
に
私
を

含
め
た
数
名
で

や
っ
た
こ
と
が

あ
る
の
で
す
。
今
年
、
あ
る
７
区
の

寄
り
合
い
の
と
き
に
、
村
制
120
周
年

だ
か
ら
何
か
し
よ
う
！
と
い
う
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
昔

の
こ
と
を
思
い
出
し
、
応
援
団
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

復
活
さ
せ
る
な
ら
、
そ
の
と
き

唄
っ
て
い
た
応
援
歌
を
歌
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

年
配
の
方
は
７
区
と
い
う
呼
び
方

よ
り
も
、
一
丸
と
呼
ん
だ
ほ
う
が
地

区
の
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
か
ら
応
援
旗
に
は
「
７
区
」
で

は
な
く
「
一
丸
」
と
描
き
ま
し
た
。

　

応
援
歌
を
歌
い
、
一
丸
の
み
ん
な

を
盛
り
上
げ
る
と
、
み
ん
な
の
声
援

に
も
力
が
入
っ
て
く
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
れ
が
選
手
の
力
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

優
勝
し
た
と
き
は
地
区
全
体
が
そ

れ
こ
そ
「
一
丸
（
い
ち
が
ん
）」
と

な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
反
省
会
も

い
つ
も
の
２
倍
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
や
っ
て
よ
か
っ
た
。
地
区
の
人

が
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
一

番
で
す
！

なかなか入らん栗ひらい

白熱した地区対抗リレー

みんなで高くジャンプ！

秋晴れのもと山江音頭の総踊り

優
勝
し
た
７
区
の
応
援
団
長

中
竹
隆
博
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

一丸応援歌　
もしも一丸負けたなら　死んだ魚が泳ぎだす
絵に描いたダルマさん踊りだす
電信柱に花が咲く　明けて 8 月雨が降る
※ VV（ブイブイ）一丸一等獲るぞ（※もう一度）
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乗り合いバス「まるおか号」の路線変更について（お知らせ）

ア
イ
デ
ア
満
載
！

「
や
ま
え
む
ら
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催

　利用者の方からの意見を参考に、まるおか号の路線等の変更を下表のとおり
行いました。

１．停留所（新規・廃止・名称）の変更について

（１）新規停留所
＜名称（対象路線）＞　　　　　　　　　　　＜設置場所＞
①井出の口（山田線、役場経由万江線）　　　井出の口公民館前
②大王神社（山田線、役場経由万江線）　　　大王神社前
③新　層　（山田線）　　　　　　　　　　　中川重信宅前
④尾寄崎　（万江線、役場経由万江線）　　　横谷照宅前
⑤人吉スターレーン（全線）　　　　　　　　人吉スターレーン

（２）廃止停留所
＜名称（対象路線）＞　　　　　＜廃止理由＞
①人吉ﾀｸｼｰ（山田線、
　　　　　　役場経由万江線）　井出の口へ停留所変更のため
②新層入口（山田線）　　　　　新層へ停留所変更のため

２．変更路線及び当日予約について

（１）変更路線…人吉大橋の開通に伴い、水の手橋から人吉大橋の通行へ経路変更。

（２）当日予約…当日予約ができるようになりました。（一部ダイヤ除く）
　　　　　　　　　・山田線　当日の1時間前
　　　　　　　　　・万江線　当日の2時間前　までに電話で予約下さい。　

　　⎧ ※山田線５号、万江線１号、６号は ⎫　　予約電話番号：℡　0120-8050-66
　　⎩ 　前日予約が必要です　　　　　　 ⎭　　受  付  時  間：午前8時～午後6時まで

※ご不明な点がありましたら、役場総務課までご連絡下さい。　連絡先　℡23－ 3111

　

去
る
十
月
二
十
五
日
に
山
江
村

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
山
江
村
制
施
行
百
二
十
周
年

記
念
事
業
「
や
ま
え
む
ら
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
元
の
食

材
を
活
用
し
た
元
気
の
出
る
癒
し

メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
た
も
の
で
、
５
名
と

１
団
体
よ
り
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
村
の
か
ち
ゃ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
委
員
と
し
て
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
本
田
節
様
を

審
査
委
員
長
に
、内
山
山
江
村
長
、

日
熊
正
守
山
江
村
商
工
会
長
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
ち
ゃ
リ
ン
ク
や
ま
え

の
本
山
民
子
様
、
谷
口
博
一
山
江

村
青
年
団
長
の
５
名
に
よ
る
１
時

間
を
超
え
る
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、
本
村
に
お
住
ま
い
の
宮
田
律

さ
ん
と
さ
ゆ
り
さ
ん
夫
妻
の
作
品

「
山
江
の
薫
り
」
が
見
事
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
他
の
受
賞
作

品
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
受
賞

さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
入
賞
作
品
に
つ

い
て
は
、
レ
シ
ピ
集
の
制
作
、
時

代
の
駅
む
ら
や
く
ば
な
ど
で
の
特

別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
提
供
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

（３）停留所名称変更
＜変更前＞　　　　＜変更後＞
①ＪＡ山江　　⇒　時代の駅むらやくば前
②向　　鶴　　⇒　木のふれあい館前
③尾寄崎（旧）⇒　尾寄崎キャンプ場

最 優 秀 賞 山江の薫り
優 秀 賞 栗の炊き込みごはんのぐるぐるのり巻き
優 秀 賞 冬瓜と柚子のスティックレアチーズケーキ
優 秀 賞 柚丸ごとドレッシング
入 賞 くり団子入り米粉のスープ
入 賞 山江の宝石
入 賞 はる香
入 賞 エゴマドレッシング
入 賞 栗ペースト
入 賞 やまえ菜種オイルドレッシング
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第
２
回
山
江
村
文
化
祭
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る

第
３
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ー
ト
展 

I
N 

Y
A
M
A
E

　
「
清
流
と
ほ
た
る
の
里　

文
化
芸
術
の
祭

典
」
山
江
村
文
化
協
会
主
催
（
藤
田
博
司

会
長
・
会
員
数
１
５
０
人
）
に
よ
る
第
２

回
山
江
村
文
化
祭
が
、
平
成
20
年
10
月
26

日
（
日
）、
山
江
村
体
育
館
に
て
、
午
前
９

時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
と
あ
っ
て
会
員
の
ア
イ
デ
ア

満
載
の
文
化
祭
で
し
た
。

ま
ず
、
体
育
館
に
入
っ
て
す
ぐ
、
書
道
や

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
に

川
柳
、
陶
芸
、
て
ま
り
、
写
真
、
絵
画
の

そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
よ
る
作
品
展
示
で
、
観

客
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
前
回
と
は

ま
た
違
っ
た
色
彩
豊
か
な
作
品
の
数
々
。

ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
お
は
な
し
会
の

「
お
ひ
さ
ま
」
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
、
三

味
線
部
、
舞
踊
部
の
淑
久
会
と
曙
会
の
踊

り
に
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
部
の

歌
や
ダ
ン
ス
、
尺
八
（
西
孝
恒
さ
ん
）、
英

会
話
部
に
よ
る
歌
な
ど
を
発
表
。

　

ま
た
、
山
江
保
育
園
、
章
鹿
倉
保
育
園
、

万
江
保
育
園
、
山
田
小
学
校
、
青
年
団
、

そ
し
て
山
江
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
か

ら
の
参
加
も
あ
り
文
化
祭
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
江
村
内
か
ら
第
４
回
目
の
行

事
と
し
て
山
江
村
高
齢
者
学
級
の
皆
様
に

も
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

半
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
幅
広
い
年
齢
層
の
観
客
で
文
化
祭
が

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

今
後
も
文
化
協
会
で
は
、
各
部
と
も
会
員

加
入
を
随
時
受
付
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

山
江
村
教
育
委
員
会
内

　

山
江
村
文
化
協
会
事
務
局

　

電
話
：
２
３
―
３
６
０
４

　

山
江
村
文
化
協
会
主
催
の
「
第
３
回
清

流
と
ほ
た
る
の
里
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ー
ト
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
ア
ー
ト
展
は
、

子
供
た
ち
が
郷
土
の
豊
か
な
自
然
と
歴
史

に
関
心
を
深
め
な
が
ら
作
品
を
創
る
こ
と

に
よ
り
、
子
供
の
健
全
育
成
と
地
域
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

今
回
は
「
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

出
展
者
２
１
７
人
、
出
展
総
数
２
１
９
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第
３
回
大
賞

　

万
江　

駿
介
（
山
江
保
育
園
）

山
江
村
長
賞

　

渡
邉　

百
香
（
山
田
小
学
校
）

〃
議
会
議
長
賞

　

立
道　

康
雅
（
万
江
小
学
校
）

〃
文
化
協
会
長
賞

　

高
島　

望
光
（
章
鹿
倉
保
育
園
）

〃
教
育
委
員
会
賞

　

谷
口　

朱
里
（
万
江
保
育
園
）

　

山
口　

太
暁
（
山
江
中
学
校
）

特
選

　
（
章
鹿
倉
保
育
園
）

山
口　

凜
花

　
　
　
　
　

宮
原　

愛
輝

　
（
山
江
保
育
園
）

　
　
　
　
　

杉
松　

優
斗

　
　
　
　
　

椎
葉　

凛
太
郎　
　

　
　
　
　
　

嶽
森　

翔

　
　
　
　
　

桑
原　

廉
樹

　
（
万
江
保
育
園
）

　
　
　
　
　

豊
永　

拓
夢

　
（
山
田
小
学
校
）

　
　
　
　
　

嶽
森　

会
人

　
　
　
　
　

千
代
島
俊
輔

　
　
　
　
　

恒
松
乃
絵
瑠

　
　
　
　
　

渡
邉　

大
聖

　
（
万
江
小
学
校
）

　
　
　
　
　

小
田　

幸
毅

　
　
　
　
　

緒
方　

雛
乃

　
　
　
　
　

谷
口　

靖
尚

　
　
　
　
　

一
二
三
宗
眞

　
（
山
江
中
学
校
）

　
　
　
　
　

田
村
す
み
れ
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地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
施
設
に

　
　
　
　

改
築
さ
れ
た
山
江
保
育
園

―
秋
空
の
下
ゴ
ミ
拾
い
―

　
　

山
江
保
育
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

平
成
20
年
９
月
30
日
付

で
松
本
道
人
副
村
長
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年

５
月
か

ら
山
江

保
育
園

が
改
築

工
事
を

行
い
、

10
月
に

完
成
。

10
月
26

日（
日
）

に
は
落

成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
400
平
米
だ
っ
た
建
築
面
積

は
、
改
築
後
に
は
約
800
平
米
に
。

　

園
内
に
は
新
し
く
地
域
交
流
室

と
子
供
相
談
室
、
そ
れ
に
子
供
サ

ロ
ン
と
い
っ
た
部
屋
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

渕
田
副
園
長
は
「
父
は
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
園
に

し
た
い
と
の
想
い
か
ら
こ
の
保
育

園
を
山
江
保
育
園
と
名
づ
け
ま
し

た
。
私
も
こ
の
想
い
を
継
い
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し

く
設
け
た
『
地
域
交
流
室
』
に
は

そ
の
名
の
と
お
り
地
域
の
方
が
自

由
に
使
え
る
場
所
で
、
是
非
み
な

さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
相
談
室
や
子
供
サ

ロ
ン
と
い
う
部
屋
を
設
け
た
の

は
、
保
護
者
と
保
育
園
が
一
体
と

な
っ
た
子
育
て
を
行
っ
て
い
く
た

め
で
す
。
子
供
サ
ロ
ン
で
保
護
者

同
士
が
気
軽
に
話
し
た
話
題
を
子

供
相
談
室
で
保
育
園
に
相
談
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
こ
れ

か
ら
の

意
気
込

み
を
語

ら
れ
ま

し
た
。

　

11
月
10
日
（
月
）
秋
空
の
下
、

山
江
保
育
園
の
園
児
達
46
名
が
村

内
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

　

山
江
保
育
園
は
「
熊
本
県
保
育

園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
日
」
の

一
環
と
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
拾
い
の
コ
ー
ス
は
山
江
保

育
園
か
ら
中
学
校
、
下
城
子
、
山

田
大
王
神
社
、
郵
便
局
か
ら
役
場

ま
で
。

　

園
児
た
ち
は
先
生
に
マ
ナ
ー
を

教
わ
り
な
が
ら
、
競
争
す
る
よ
う

に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
」

「
面
白
か
っ
た
」
と
満
足
気
。

　

保
育
園
で
分
別
後
処
理
さ
れ
た

ゴ
ミ
は
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
20
年
９
月
30
日
任
期
満
了

を
迎
え
、
退
任
に
あ
た
り
ま
し
て

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
44
年
２
月
に
奉
職
を
致
し

ま
し
て
、
早
39
年
７
月
の
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。
わ
が
郷
土
山
江
村

で
行
政
に
携
わ
り
、
職
務
を
全
う

で
き
ま
し
た
事
は
、
村
民
の
皆
様

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
厚
く
感
謝

と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
江
村
の
ご
発
展
と
村
民
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

感謝状と花束が贈られた松本前副村長

完成した山江保育園

保護者の語り場　子供サロン

46 名の園児達

「見つけた！」と我先に。 空き缶をひろったよ！

誰でも利用できる地域交流室
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第
26
回
や
ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り　
　
　
　

―
介
護
の
助
け
に
―

住
友
生
命
か
ら
の
車
椅
子
の
寄
贈

　

平
成
20
年
度
第
26
回
や
ま
え
産
業
振
興

ま
つ
り
を
11
月
14
日
（
金
）
か
ら
16
日
（
日
）

ま
で
の
３
日
間
、
山
江
村
役
場
前
特
設
会

場
を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
14
日
（
金
）

　

午
前
中
は
山
江
村
体
育
館
に
お
い
て
村

内
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
、
果
実
、
加
工
品

な
ど
236
点
の
出
品
が
あ
り
、
午
後
か
ら
審

査
が
行
わ
れ
入
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

去
年
よ
り
出
品
は
150
点
ほ
ど
少
な
か
っ
た

の
が
残
念
で
し
た
。
来
年
は
よ
り
多
く
の

出
品
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

夜
は
球
磨
拳
大
会
を
黎
明
館
で
行
な
い
、

各
地
区
か
ら
の
出
場
者
に
よ
り
熱
戦
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
15
日（
土
）

　

出
品
物
の
展

示
を
山
江
村
体

育
館
で
行
う
と

と
も
に
、
体
育

館
で
は
９
時
か

ら
福
祉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

福
祉
大
会
で

は
医
療
無
受
診

者
や
、
社
会
福

祉
に
貢
献
さ
れ

た
方
へ

の
表
彰

を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
社

会
福
祉

協
議
会

と
役
場

健
康
福

祉
課
の

職
員
に
よ
る
劇
も
披
露
さ
れ
、
谷
山
事
務

局
長
を
中
心
と
し
た
名
演
技
に
、
参
加
者

は
笑
い
も
あ
り
な
が
ら
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
人
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
10
：
30
か
ら
は
「
山

江
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
初

鹿
野
聡
さ
ん
を
講
師
に
招
き
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

11
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
メ
イ
ン
行
事
が
始
ま
り
、

ス
テ
ー
ジ
で
の
開
会
行
事
で
は
、
表
彰
状
、

感
謝
状
な
ら
び
に
大
会
の
入
賞
者
に
賞
状

の
授
与
、
主
催
者
及
び
来
賓
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
熊
本
県
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
普
及
啓
発
事
業
を
開
催
し
、

平
野
龍
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
山
江
村
体

育
指
導
員
も
指
導
に
加
わ
っ
て
、
参
加
者

へ
「
き
れ
い
な
歩
き
方
」「
早
く
走
れ
る
コ

ツ
」
を
熱
心
に
教
え
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
ま
ず
第
１
回
市

町
村
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
開
催
。
山
江

中
生
徒
に
よ
る
伝
統
芸
能
発
表
、
そ
し
て

福
引
大
会
、
午
後
１
時
30
分
よ
り
芸
能

シ
ョ
ー
が
始
ま
り
、
歌
謡
漫
談
の
「
ヒ
マ

ナ
ス
タ
ー
ズ
」、
大
衆
演
芸
の
「
い
ろ
は
座
」

の
シ
ョ
ー
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
特

別
ゲ
ス
ト
「
田
川
寿
美
」
の
歌
謡
シ
ョ
ー

が
始
ま
る
と
会
場
は
最
高
潮
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
最
後
に
農
産
物
等
出
品
物
の

即
売
会
が
行
わ
れ
、
産
業
振
興
ま
つ
り
は

盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

住
友
生
命
か
ら
10
月
６
日
に
山
江
村
社

会
福
祉
協
議
会
へ
車
椅
子
の
寄
贈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

球
磨
郡
で
は
10
市
町
村
が
毎
年
交
代
で

住
友
生
命
か
ら
車
椅
子
を
寄
贈
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
年
は
山
江
村
が
い
た
だ
け
る

年
と
い
う
こ
と
で
、
住
友
生
命
人
吉
支
部

長
後
迫
氏
よ
り
山
江
村
長
立
会
い
の
も
と

社
会
福
祉
協
議
会
へ
車
椅
子
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
谷
山
事
務
局
長
は

「
社
会
福
祉
協
議
会
で
所
持
し
て
い
る
車
椅

子
は
８
台
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
古
い
も

の
も
あ
り
、
比
較
的
に
扱
い
に
く
い
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た

車
椅
子
は
新
し
い
機
種
な
の
で
軽
く
操
作

性
に
優
れ
て
い
て
、
介
護
の
助
け
に
な
り

ま
す
。
今
後
は
村
内
の
車
椅
子
が
必
要
な

家
庭
へ
の

利
用
促
進

を
図
ら
せ

て
い
た
だ

き
ま
す
。」

と
感
謝
の

言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま

し
た
。

寄贈された車椅子

いまの時期に！たけのこも出品

田川寿美さんの歌謡ショー

福祉大会　初鹿野さんの講演
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平
成
20
年
11
月
２
日
、
第
18
回
山
江
村

民
ゴ
ル
フ
大
会
（
会
長　

中
山
休
）
が
ク

ラ
ウ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い

絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
、
熊
本
丸
岡
会
（
会

長 

田
村
多
利
）
10
名
を
含
む
参
加
者
42
名

で
、
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
は
チ
ャ
リ
テ
イ
ー

募
金
箱
を
設
け
、
ワ
ン
オ
ン
し
な
か
っ
た

場
合
に
500
円
を
投
入
し
、
山
江
村
の
社
会

福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
も
ら
う
よ
う
山

江
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
に
対
し
貴
重
な
賞
品

を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
各
事
業
所
に
対

し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
の
開
催
日
は
、
平
成
21
年
11
月
１

日
（
日
）
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

予
定
で
す
。

　

尚
、
成
績
は
次
の
と
お
り

◎
団　

体

・
優
勝　

第
１
４
区

（
木
口
恒
夫
・
土
屋
一
喜
・
森
田
俊
介
）

・
２
位　

第
５
区

（
嶽
森　

吏
・
中
山
光
浩
・
平
山
辰
也
）

・
３
位　

第
４
区

（
福
山
セ
イ
子
・
久
保
田
守
・

　

久
保
山
直
巳
・
米
良
幸
徳
）

◎
個　

人
（　

）
内
は
ネ
ッ
ト

・
優
勝　

森
田
俊
介
（
72.2
）

・
２
位　

桑
原
広
一
（
72.2
）

・
３
位　

甲
斐
敏
郎
（
72.4
）

・
４
位　

久
保
田
守
（
72.8
）

・
５
位　

土
屋
一
喜
（
72.8
）

◎
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

・
甲
斐
敏
郎
（
76
）

◎
ニ
ア
ピ
ン
賞

・
久
保
山
直
巳
、
松
本
道
人
、

　

下
原
広
幸
、
西
川
端
希

　

屋
形
に

あ
る
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル

テ
ン
入
居

者
、
福
岡

在
住
の
米

倉
さ
ん
が

企
画
す
る

リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
デ
ー

ツ
ア
ー
の

第
４
回
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
ツ
ア
ー
は
福
岡
在
住
の
方
を
中
心
と

し
た
参
加
者
が
山
江
村
を
楽
し
む
企
画
。

第
１
回
は
村
の
神
社
等
と
自
然
と
ホ
タ
ル
、

第
２
回
は
源
流
水
リ
レ
ー
、
第
３
回
は
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
大
集
合
に
あ
わ
せ
て
開
催

し
、
夜
は
毎
回
村
民
と
の
交
流
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

第
４
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
万
江
の
尾

寄
崎
で
ヤ
マ
メ
養
殖
場
を
営
む
横
谷
俊
治

さ
ん
が
思
い
描
く
「
展
望
台
レ
ス
ト
ラ
ン
」

を
手
伝
お
う
と
、
福
岡
か
ら
園
芸
福
祉
士

も
招
き
、
横
谷
さ
ん
と
と
も
に
計
画
を
練

り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
レ
ス
ト
ラ
ン
計
画
地
の
下
見

に
行
き
、
楓
の
植
樹
を
行
っ
た
あ
と
、
レ

ス
ト
ラ
ン
計
画
図
を
作
成
。
夜
の
懇
親
会

は
村
民
も
招
き
、
ヤ
マ
メ
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
山
江
の
食
を
堪
能
し
ま
し
た
。
懇
親
会

で
村
民
が
山
江
村
の
木
挽
き
唄
や
土
突
き

唄
な
ど
を
披
露
す
る
と
、
参
加
者
は
踊
っ

て
応
戦
す
る
と
い
う
楽
し
い
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

翌
日
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
に
花
を
植
え
た

り
、
民
家
の
障
子
を
張
り
替
え
る
と
い
う

珍
体
験
も

さ
れ
、
満

足
感
た
っ

ぷ
り
に
次

回
の
参
加

を
約
束
し

て
帰
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
14
区
が
団
体
優
勝

　
　
　
　
　
　

第
18
回
山
江
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

　

山
江
村
民
と
同
じ
夢
を
叶
え
よ
う
！

　
　
　
　

第
４
回
山
江
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
デ
ー
開
催

村民ゴルフ参加者

計画図を障子に貼り付け記念写真

大盛会だった交流会

楓の植樹
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水道管路工事に伴う道路交通規制について
　本年度も県道坂本人吉線及び丸岡までの村道間に上水道管路の埋設工事を行います。
　工事期間中、交通規制等でご迷惑をおかけするかとは存じますが、ご理解頂きしばらくの間、ご協力を
下さるようお願いいたします。

１ 工 事 の 種 類 ・簡易水道事業　上水道管路埋設工事

２ 工 事 の 区 間
山江村大字万江井出ノ口及び上別府地域
・県道部分（温泉センター前 から 丸岡入口村道 まで）
・村道部分（丸岡村道入口 から 上別府集落先 まで）

３ 施 工 業 者

・県道部分
　（有）新和興産　錦町大字西（38-2174）
・村道部分
　（有）ウエダ建設　山江村大字万江（22-6538）

４ 工 事 の 期 間 ・平成20年10月30日 から 平成21年1月30日 まで

５ 交 通 規 制
・昼間（片側通行及び通行止）
・夜間（通行可及び一部通行止）

　（実施箇所には、工事表示板を設置します）

《 問 い 合 わ せ 先 》 山江村役場建設課　上下水道係　Tel ２３－６４４９

章
鹿
倉
保
育
園
に

　
　

風
力
発
電
設
備
が

　
　
　
　

設
置
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
20
年
度
九
州
グ
リ
ー
ン
電

力
基
金
風
力
発
電
設
備
特
別
枠
に

よ
り
風
力
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
科
学
や
エ
コ
に
対
す

る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
こ
の
風
力
発

電
設
備
は
風
力
0.4 

kw
、
太
陽
光
0.26 

kw
を
発
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

発
電
さ
れ
た
電
気
は
、
風
力
発

電
機
の
下
に
あ
る
街
灯
の
明
か
り

と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
コ

ン
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
活
用
で
き
ま

す
。

風力発電全体写真 章鹿倉の風が源
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１．趣旨
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成 20 年 4 月から施行されたことにより、地方公共
団体は、毎年度、財政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）を算定し、監査委員の審査に付したう
えで、議会に報告するとともに、住民に対し公表することを義務付けられました。
　この法律は、国の管理下ではなく、議会、監査、住民が財政状況をチェックし、地方公共団体が財政
破たんに陥る前に財政健全化を図ることを目的としています。
　これらの指標には早期健全化基準（黄信号）並びに財政再生基準（赤信号）が設けられ、基準値を超
えると国及び県の関与を受け、財政の健全化に取り組んでいくこととなります。

２．財政指標の概要
（１）健全化判断比率
　①実 質 赤 字 比 率　一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
　②連結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
　③実質公債費比率　一般会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率
　④将 来 負 担 比 率　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

（２）資金不足比率
　　公営企業会計ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率

３．本村の財政状況（平成 19 年度決算）
（１）健全化判断比率

指　　　標 健全化判断比率（%） 早期健全化基準（%） 財政再生基準（%）
実 質 赤 字 比 率 − 15.00 20.00
連 結 実 質 赤 字 比 率 − 20.00 40.00
実 質 公 債 費 比 率 10.1 25.0 35.0 
将 来 負 担 比 率 16.9 350.0 

　※実質赤字額又は連結実質赤字額がないものは、「－」と表示しました。
（２）資金不足比率

会　計　名 資金不足比率 (%) 経営健全化基準 (%)
簡 易 水 道 事 業 − 20.0 
農 業 集 落 排 水 事 業 − 20.0 

　※資金不足額がないものは、「－」と表示しました。

４．概況
　平成１９年度決算に基づき健全化判断比率を算定しましたところ、実質赤字比率及び連結実質赤字比率
については黒字であり、実質公債費比率及び将来負担比率についても、早期健全化基準を大きく下回って
いる。
　また、平成１９年度公営企業
決算に基づき算定した資金不足
比率についても、資金不足を生
じた公営企業はなく、経営健全
化基準に該当する会計はありま
せんでした。

健全化判断比率及び資金不足比率を公表します
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　山江村では、税金の滞納に対し、これまで預金・不動産等の差押えを執行してきました。特に悪質滞納

者に対しては、給与の差押え、家宅捜索による動産の差押えや、通勤用自動車のタイヤロックによる差押

えを執行するなど滞納処分の選択肢も増えました。

　昨年度から個人住民税への３兆円の税源移譲が実施されたことにより、地方自治体における地方税の重

要性は益々高まっております。　

　法律では、納税者が納期限までに納付しない場合は、納期限後２０日以内に督促状を発送し、その日か

ら起算して１０日を経過した日までに完納しないときは、差押えをしなければならないとなっています。

　滞納処分とは、徴税吏員（村長から滞納処分に関する職務権限が与えられた職員）が国税徴収法に基づき、

滞納者の預金等を差押えて強制徴収するものです。

　税金は、あくまでも自主的に納付していただくもので、これらの滞納処分（差押え等）を受けないように、

納期限内に納付をしていただきますようよろしくお願いします。

　平成 20年度においても徴収体制の強化、さらには、個人住民の納税意識の高揚を図り、新たな滞納繰

越額の発生を防止し、なお一層の徴収対策の推進を図っていきます。

● H20 財産差押え件数 ●

預　金　　　　１４件

動　産　　　　　１件（物件数２６点）

不動産、その他の差押え　１件

滞納税で家宅捜索・財産差押えを実施

　【 自治体間の連携強化！
　　　合同公売会（オークション）を実施します 】
　　日時 ： １２月１１日（木）～１２日（金）
　　場所 ： 益城町総合体育館
　　　　　※山江村からも、差押えた動産を出品します。

↓↓合同公売会に関する詳しい問合せ先↓↓
　　　　【問合せ先】役場税務課　徴収係
　　　　　　　　　　　　　☎０９６６ （２３） ５６９２（直通）

（村税の滞納処分の写真です）
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山江村地域学校保健委員会主催　家庭教育に関する講演会開催のお知らせ

　平成１８年度に実施した「山江村保・小・中生活アンケート」の結果等から、朝食抜きや肥満等の基本
的生活習慣が身についていない子どもが多いことがわかりました。特に不規則な食習慣は、将来生活習慣
病を引き起こす原因ともなっていることから、早急に家庭及び地域が一体となって取り組むことの必要性
が求められております。
　そこで、村内の子どもたちの健康や食に関する実態及び課題等を共有し、一貫した健康教育の推進等を
目指す目的のもとに、「山江村地域学校保健委員会」を去年立ち上げ、去年より当委員会主催の講演会を
実施しております。今年は臨床心理士の岡崎先生をお招きし、講演会を開催いたします。村民どなたでも
結構ですので是非御参加をお願いいたします

記
　１　期　日　　平成２０年１１月３０日（日）　　　２　時　間　　午前１０時００分～１１時３０分
　３　場　所　　山村村立山田小学校体育館　　　　　４　講　師　　臨床心理士  岡崎光洋先生
　５　演　題　　「これからの家庭教育に期待するもの」
　※　詳細については、「山江村地域学校保健委員会」事務局（山江中学校の生田）へ
　　お気軽にお尋ねください。　【電話番号  ２２－５３７６】

高齢者医療シリーズ ⑶　○入院したとき  その１

　入院すると、医療費が高額になるおそれがあります。後期高齢者医療制度では、１か月の自己負担の限
度額が定められており、申請して認められると限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
○申請に必要なもの　　印鑑、口座番号などがわかるもの

外来＋入院（世帯単位）外来（個人単位）

現 役 並 み 所 得 者 44,400円 80,100円＋
（医療費－267,000円）×１％

一 般 12,000円 44,400円
低 所 得 者 Ⅱ ※ 8,000円 24,600円
低 所 得 者 Ⅰ ※ 8,000円 15,000円

※低所得者Ⅰ、Ⅱの方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要ですので、別途申請をしてください。
お問い合わせは、健康福祉課（24-1700）までどうぞ。

《健康づくりの入浴ポイントは、お湯の温度。目的やタイミングに合わせて調節しましょう。》

　お風呂の入り方一つで健康効果を上げることができます。朝などこれから活動というときは、熱めの湯
（41℃以上）での入浴がおすすめです。熱いお湯は交感神経の働きを活発にし、シャキッと体を目覚めさせ
るので、仕事に行く前などに向いています。ただし、高血圧などの病気をもつ人は、熱めの湯には気をつけ
てください。急に熱い湯に入ると、心臓や血管に過度の負担がかかり、脳卒中などを引き起こす危険性が高
くなるからです。また、夜寝る前などには、ぬるま湯（38℃から 40℃）がおすすめです。ぬるま湯にゆっ
くりと入浴すると、副交感神経の働きが活発になり、心臓の鼓動がゆるやかになって血圧が下がります。心
身ともにリラックスする効果があり、疲れた部分をマッサージしながら、疲れをとるといいですね。また、
美容が気になる人にはぬるま湯がおすすめです。熱い湯だと、肌の潤いを保つ皮脂も流してしまうので、カ
サつきの原因にもなります。ぬるま湯なら、皮脂の分泌が盛んになり、肌がしっとりします。また、汚れや
雑菌を洗い流してくれます。

健康効果を上げる入浴の秘けつ
――「ぬる湯とあつ湯の違い」――
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熊本県小児救急電話相談事業について
　熊本県では、子どもの急な病気に対する保護者
の不安を解消するため、県下全域を対象として、
夜間における小児救急に関する相談を受け付けて
います。
　受付は、毎日、午後7時から午前0時まで、相談
員は看護師又は必要に応じて小児科医が対応して
います。（7月から相談時間を1時間延長し、午前0
時までになりました）
　電話番号は、「♯（シャープ）８０００番」
（ただし、ダイヤル回線、IP電話、光電話から
は、０９６－３６４－９９９９）です。
　急な病気に関する応急処置や受診可能な医療機
関についての情報を提供していますので、ご利用
ください。

問い合わせ先
　熊本県健康福祉部医療政策総室
　担当者　三宅
　TEL：（０９６）３３３－２２０４
　FAX：（０９６）３８５－１７５４

　国民年金保険料は、税の申告をする際、納めた全額が社会保険料控除の対象となります。
　この社会保険料控除の申告について、国民年金保険料の社会保険料控除を受けるためには、年末調整や
確定申告を行う際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付等が義務付けられております。
　このため、国民年金保険料を納付された方には、「社会保険料控除証明書」が社会保険庁から送付され
ますので、年末調整や確定申告を行う際まで大切に保管してください。

〈お問い合わせ先〉※再発行を受け付けます。

控除証明書専用ダイヤル
　℡0570-070-117
・開設期間
　平成 21 年３月 13 日まで
・受付時間
　平日９：00〜17：00

Q 「社会保険料控除証明書」に記載されている月分以外の保険料を 12 月 31 日までの間に納付した場
合は、今年分として申告できますか。

A
今年分として申告できます。「社会保険料控除証明書」に記載されている保険料額に、後から納付
した保険料額を合算して申告してください。なお、後から納付した保険料分の「領収証書」も必ず
添付する必要があります。

Q 家族の保険料を納付した場合も申告することができますか。

A 世帯主または配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は、納付した方がその保険料を
申告することができます。

社会保険料控除証明書が発行されます。

〜年末調整・確定申告まで大切に保管を〜

国民年金保険料
控除証明書
社会保険庁

送　　付　　時　　期

平成 20 年 1 月 1 日から 9 月 30 日ま
でに納付された方

平成 20 年 11 月

平成 20 年 10 月 1 日から 12 月 31 日
までに今年はじめて納付された方

平成 21 年 2 月
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特別障害者手当

　身体または知的・精神に著しく重度の障害があり、

日常生活に常に介護を必要とする 20歳以上の重度

障害者に対して支給されます。

　ただし、身体障害者福祉法等に定める施設に入所

している人、病院または診療所に３か月を越えて入

院している人には支給されません。

※所得制限があります。

　月額　２６，４４０円

※２月、５月、８月、１１月にそれぞれ前月までの

３か月分を支給。

※生涯の状況は、原則として診断書を提出していた

だき審査することになります。

特別児童扶養手当

　身体または知的に障害のある児童（満 20歳未満）

の介護は家庭に大きな負担となっています。特別

児童扶養手当は家庭を援助するため、20歳未満で、

身体または知的・精神に中度以上の障害がある児童

を養育している父か母、または父母に代わって養育

している者に対して支給されます。

※所得制限があります。

　１級…１人につき　月額　５０，７５０円

　２級…１人につき　月額　３３，８００円

障害児福祉手当

　身体または知的・精神的に重度の障害があり、日

常生活に介護を必要とする 20歳未満の重度障害児

（児童福祉法等に定める施設に入所しているかまたは

障害を支給事由とする年金たる給付で政令で定める

ものを受給している者を除く）に対して支給されま

す。

※２月、５月、８月、１１月にそれぞれ前月までの

３ヶ月分を支給。

※所得制限があります。　　月額　１４，３８０円

障害の状態

【福祉制度に関する問い合わせ先】  健康福祉課　ＴＥＬ２３−３９７８

障害の状態

1 両眼の視力の和が０．０２以下のもの　

2
両耳の聴力が補聴器を用いても音声を識別することができない
程度のもの

3 両上肢の機能に著しい障害を有するもの

4 両上肢のすべての指を欠くもの

5 両下肢の用を全く廃したもの

6 両大腿を２分の１以上失ったもの

7
体幹の機能に座っていることができない程度の障害を有するも
の

8
前各号に定めるもののほか、身体の機能の障害又は長期にわた
る安静を必要とする病状が前各号と同程度以上と認められるも
の

9 精神の障害であって、前各号と同程度以上と認められるもの

10
身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障害が重複する場合
であって、その状態が前各号と同程度以上と認められるもの

「上手なお医者さんのかかり方」
　医療費は、みなさんがお医者さんにかかるときのちょっとした心がけでも節約することができます。
　次のようなポイントを押さえて、上手に受診しましょう。

・時間外受診や休日受診はなるべく避けましょう
　特別な事情もなく通常の診療時間を守らないと、特別料金など医療費が増えます。

・お医者さんのかけもち（はしご受診・重複受診）はやめましょう
　治療や薬が重複する危険もあります。診察に納得がいかなければ医師に率直に相談しましょう。

・薬をたくさん欲しがるのはやめましょう
　むやみに薬を欲しがるのは典型的な医療費の無駄遣い。薬による副作用の心配もあります。

・かかりつけ医を持ちましょう
　自分の体質や症状に応じて専門医を紹介してもらうなどきめ細かな対応をしてもらえます。
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介護保険制度シリーズ（54）
○質問：介護保険料の納入方法が、年金から差し引かれたり、納付書で役場の窓口に納めに行かなければ

いけなかったりするのはなぜか？また、役場まで納入に行くのは面倒である。

○回答：保険料の納め方は２種類に分かれています。

　【特別徴収】
　　　年金が年額１８万円以上の方は年金の定期払いの際に、年金の受給額から介護保険料があらかじ
め差し引かれます。

　【普通徴収】
　　　次の場合の方は山江村から送付する納付書で、役場窓口にて納めます。

　　・年金の年額が１８万円未満の方
　　・６５歳になったとき
　　・他の市町村から転入したとき
　　・所得段階の区分が変更になったとき
　　・４月１日の時点で年金を受けてなかったとき
　　　　
　　保険料の納付には、口座振替が便利です！！
　　　普通徴収の方には、口座振替をおすすめしています。保険料の納め忘れがなく、役場に納めに行
く手間も省けます。

　　　口座振替を希望される方は、預金通帳・印鑑（通帳の届け印）を持って健康福祉課福祉係までお
申し込みください。

　介護保険について疑問や不安に思うことがありましたら、健康福祉課介護保険係までお気軽にご相談く
ださい！

健康福祉課　２３－３９７８

平成21年度　保育所入所のご案内
　平成21年度の保育所入所に係る受付及び面接を下記のとおり実施いたします。
　保育所入所希望（新規・継続）の保護者の方は、受付時に必要書類をお渡ししますので、必ず期間内に所
定の手続きをとって下さい。

○受付期間　平成20年12月１日（月）～平成20年12月26日（金）まで
○受付場所　山江村役場　健康福祉課窓口（℡２３－３９７８）
○面接日及び面接場所
　・山田地区　
　　　（期日）平成 21 年１月 15 日（木）
　　　（時間）午前９時～正午（１・２・３・４・５・６区）
　　　　　　　午後１時～午後５時まで（７・８・９・10・11・12 区）
　　　（場所）山江村福祉保健センター「健康の駅」
　・万江地区
　　　（期日）平成 21 年１月 16 日（金）
　　　（時間）午前９時～正午まで（13・14・15・16 区）
　　　（場所）自然休養村管理センター

※　面接は必ず受けてください！面接を受けなければ入所は出来ません。
※　村外保育所の方も手続きが必要となります。
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振り込め詐欺に注意！！
　現在、人吉球磨地区で振り込め詐欺が多発しています。
「オレオレ」、「架空請求」、「融資」、「還付金」には気を付けてください。
　被害に遭わないためにも次のことに気を付けましょう。

１．　慌てない・動揺しない。
２．　必ず本人に確認する。
３．　相手に名乗らず、身に覚えのない請求は無視する。
４．　親切そうな融資に注意する。
５．　「振り込み」、「ATM」と聞いたらすぐに警察に相談する。
６．　振り込む前に家族に相談する。

◎　もし被害にあったら
１．振込みをした銀行への連絡、警察への届出を行う。
２．相手方の電話番号、口座番号のメモ、携帯電話の履歴は処分しない。
　　振り込め詐欺の手口は次々と新しくなっています。心配な時は警察署や消費生活センター等にご相
　　談ください。

２歳児歯科検診（平成 20年 7月 15 日実施）

　荒毛　智大　（信也）　　　２区

　中竹　友紀　（裕二）　　　２区

　中村　夏生　（信行）　　１３区

　西川由リ亜　（和利）　　　７区

　原口　愛菜　（直己）　　　４区

　東　　優誠　（智美）　　１２区

　山本　純也　（正）　　　１０区

1 歳 6か月児歯科検診（平成 20年 8月 26日実施）

　有田　心愛　（伸也）　　１１区

　一川　奈々　（香奈）　　　３区

　落合ここみ　（広樹）　　　４区

　川瀬　優和　（光一）　　１３区

　木下　結愛　（亮）　　　　８区

　久保　杏璃　（祐樹）　　１４区

　迫田　麻渚　（勝則）　　　２区

　嶽森　遥斗　（昇）　　　　５区

　林　明日香　（祐二）　　１４区

　原先　藍良　（慎二）　　　９区

　福島　妃菜　（清伸）　　１４区

　前田　　魁　（由美）　　　２区

　溝辺　憐斗　（真幸）　　　２区

　村内　俊一　（金四郎）　　８区

　村田　雪乃　（芳博）　　１０区

歯科検診で虫歯のなかったお友達
　子どもさんの歯科検診の結果治療しなければならないむし歯がなかったお子さんです。（治療中の人を除く）歯み
がき ､ 仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。

３歳児歯科検診（平成 20年 9月 4日実施）

　犬童　明和　（登美）　　　８区

　入口　　鈴　（昌史）　　１４区

　岡　　元気　（聖子）　　　２区

　笹岡　龍聖　（道明）　　　１区

　嶋原　瑠飛　（亮）　　　　９区

　谷口　将冴　（かおる）　１５区

　平川　友貴　（勝）　　　１３区

　村田　煌畝　（結城）　　　９区

　森口凌太朗　（靖雄）　　　３区

　森田　陽登　（政広）　　　９区

　山北　心瑠　（照雄）　　　８区

　吉田　心春　（和彦）　　１３区

５歳児歯科検診（平成 20年 10 月 21 日実施）

　土屋望乃華　（孝弘）　　　９区

　東　健志郎　（健一）　　　１区

　（敬称略・あいうえお順）

今回むし歯があったお子さんは早めに治療をしましょう。
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住宅のリフォームにも
　県産木材をプレゼント！
平成２０年度募集について

　 熊 本 県 で は 、 今 年 度 か ら 、 住 宅 の リ
フォームに品質の確かな県産木材の提供を
始めました。
　多くの県民の皆様に地元の木材を使っ
ていただくことが、熊本の豊かな森林を
維持・保全していくことにつながりますの
で、趣旨をご理解のうえ、新築住宅への県
産木材提供とあわせて多数の方のご応募を
お待ちしています。
　なお、今後の募集日程や募集戸数、応募
条件などの詳細は、熊本県林業振興課県産
材利用推進室096-333－2448までお問合せ
ください。

「家庭から暴力をなくすキャンペーン」
の実施について

　家庭内の暴力は、犯罪となる行為を含む重大な人権

侵害です。県では、ＤＶ（配偶者等からの暴力）や児童・

高齢者・障害者虐待の防止に向け１１月に「家庭から暴

力をなくすキャンペーン」を実施します。街頭キャンペー

ン、講演会（ＤＶ２２日、児童２１日、高齢者１７日、障

害者５日）のほか、ワークショップや女性のための一日

法律相談等も実施します。ぜひ御参加ください。

問合せ先
　県男女共同参画・パートナーシップ推進課
　（０９６－３３３－２２８７）

　県内では、昨年、ツキヨタケのキノコによる食中毒が発生しました。
確実に食用と鑑定できるキノコ以外は、絶対に食べないでください。
　なお、急性脳症との因果関係が否定できない「スギヒラタケ」についても、食べないようお願いしま
す。
【毒キノコによる食中毒を防ぐには】
　　確実に鑑定された食用キノコ以外は絶対に食べない。
　　キノコ狩りでは、有毒キノコが混入しないように注意する。
　　さまざまな「言い伝え」は迷信であり、信じない。
　　キノコは発生場所や時期により、図鑑の写真や絵と色や形態が異なる場合も多いため、安易に判断し
　　ない。
※　もし、食中毒になってしまった場合、早急に医師の診察を受けてください。なお、原因となったキ
ノコが残っているときは、治療の参考になりますので、受診の際に医療機関へ持参してください。

キノコによる食中毒に注意ください。
～キノコ狩りではご注意を！素人判断は危険です！～

スギヒラタケ ツキヨタケ ニセクロハツ
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information
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
義
援
金

　

岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
義
援
金
募

金
箱
を
役
場
窓
口

に
設
置
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
２
，

３
２
２
円
の
募
金

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
義
援
金
は
山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
て
宮
城
県
へ
送
金
し
ま
し
た
。

＊
＊
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
＊
＊

　

現
在
、
山
江
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
受
注
拡
大
に
向
け
て
会
員
募
集
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

60
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
社
会
に
密
着
し
た
臨
時
的
か
つ
短

期
的
な
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
軽
易
な
仕

事
を
斡
旋
し
ま
す
。
公
共
的
な
団
体
な
の

で
安
心
し
て
働
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ケ
ガ
、

事
故
等
の
補
償
も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
連
絡
先
）

事
務
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
「
健
康
の 

駅
」
に
連
絡
下
さ
い
。

　

山
江
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
８
―
３
５
５
７

 

平
成
20
年
度
10
月
17
日
改
正

熊
本
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
金

時
間
額
６
２
８
円

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

　

こ
の
最
低
賃
金
は
産
業
別
最
低
賃
金
が

適
応
さ
れ
て
な
い
全
て
の
労
働
者
（
臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
み
ま
す
。）
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派

遣
先
の
事
業
場
に
適
用
さ
れ
て
い
る
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
熊
本
労
働
局
賃
金
室

（
℡
０
９
６
６
―
３
５
５
―
３
２
０
２
）

　
　

又
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

　

尋
ね
く
だ
さ
い
。

准
看
護
師
免
許
取
得
を
ご
希
望

の
学
生
・
社
会
人
の
方
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

【
前
期
募
集
】

　

願
書
受
付　

平
成
20
年
11
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
４
日
（
木
）

　

試 

験 

日 　

平
成
20
年
12
月
７
日
（
日
）

【
後
期
募
集
】

　

願
書
受
付　

平
成
21
年
１
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
22
日
（
木
）

　

試 

験 

日 　

平
成
21
年
１
月
25
日
（
日
）

•

募
集
人
員
　
40
名

•

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業

（
卒
業
見
込
み
）
以
上

•

試
験
科
目
　
国
語
・
数
学
・
作
文
・
面
接

　
　
　
　
　
　

※
25
歳
以
上
、
作
文
・
面

　
　
　
　
　
　
　

接
の
み

【
お
問
い
合
せ
先
】

人
吉
准
看
護
学
院

　
　
　
　

人
吉
市
南
泉
他
田
町
７
２
―
２

　
　
　
　

☎
２
２
―
２
９
６
２
）

　
　移

動
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
球
磨
）

の
開
催
の
お
知
ら
せ

　

球
磨
地
域
の
若
い
方
を
対
象
に
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
球
磨
と
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
く
ま
も

と
の
主
催
で
、
就
職
支
援
の
一
環
と
し
て

「
移
動
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　
　
　

12
月
11
日
（
木
）　

14
時
半

　
　
　
　
　
　

〜
17
時
（
受
付　

14
時
か

　
　
　
　
　
　

ら
）

●
と
こ
ろ　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

●
主
な
内
容　

就
職
に
役
立
つ
講
話

　
　
　
　
　
　

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

適
性
診
断
な
ど

●
対
象
者　
　

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方

●
お
申
し
込
み
先（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

　
　

電
話
０
９
６
６
―
２
４
―
８
６
０
９

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
く
ま
も
と

　
　

電
話
０
９
６
―
３
８
２
―
５
４
５
１

高
校
卒
業
予
定
者
は
、
学
校
に
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

イ
ン　

山
江
～
ク
リ
ス
マ
ス
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
０
８
～

　

山
江
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
及

び
個
人
が
一
同
に
会
し
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
で
す
の
で
、
入
場
料
は
全
て
義
援
金

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
後
日

回
覧
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　

皆
様
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

期　

日
：
平
成
20
年
12
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

14
時
30
分

場　

所
：
山
江
村
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー「
健

　
　
　
　

康
の
駅
」
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
：
100
円

　

当
日
会
場
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ

タ
、
及
び
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収

も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

山
江
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

℡
２
４
―
１
５
０
８

　
　
　

ま
た
は
℡
２
８
―
３
５
５
６

　
　
　

担
当　

米
田
・
石
原
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図書室だより
山江村歴史民俗資料館図書室

☀
今
回
の
目
玉
ニ
ュ
ー
ス
☀

　

新
作
の
本
を
入
荷
し
ま
し
た
。
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
の
新
シ
リ
ー
ズ
や
、
今
話
題

の
篤
姫
の
本
な
ど
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
の
貸
出
し

期
間
は
１
週
間
で
す
。

開館時間：朝 9：00 ～夕方 5：00 ／休館日：祝日・年末年始

ハートブックデイ
毎週月曜日は

心広がる読書の日
ひとときを

読書で
過ごしましょう。

　

去
る
９
月
24
日
（
水
）
～
10
月
13
日
（
月
）

ま
で
古
典
絵
画
技
法
「
デ
ル
ナ
ー
の
伝
承
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

牛
島
義
弘
先
生
と
他
21
名
の
作
品
展
で

山
江
に
縁
の
あ
る
山
口
信
也
さ
ん
、
松
本

正
運
先
生
の
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。「
絵
」

と
い
う
よ
り
「
写
真
」
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
作
品
展
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
月
14
日
（
水
）
～
10
月
23

日
（
金
）
ま
で
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ー
ト
展
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

村
内
の
小
・
中
学
生
の
作
品
展
で
し
た

が
、
孫
の
絵
を
見
に
来
て
く
れ
た
「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
姿
が
微

笑
ま
し
く
印
象
的
で
し
た
。

　

現
在
、11
月
５
日（
水
）～
11
月
30
日（
日
）

ま
で
、「
山
江
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
ふ

る
さ
と
写
真
展
を
開
催
中
で
す
。

　
「
山
江
」
に
も
こ
ん
な
い
い
所
が
あ
っ
た

の
か
と
思
う
よ
う
な
素
敵
な
写
真
展
で
す
。

ふ
る
さ
と
山
江
を
見
直
す
い
い
機
会
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

開
館
時
間　

朝
９
時
～
夕
方
４
時
半

　
　

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日

山
江
村
歴
史
民
俗
資
料
館
便
り

　
　
古
典
絵
画
技
法

「
デ
ル
ナ
ー
の
伝
承
」
開
催

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第
一
学
期
（
４
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学
習
す
る

選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の
方
な

ら
、
無
試
験
で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
の
学
位
を

修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位

返
信
し
て
く

だ
さ
い
。
ご

家
族
の
方
に

も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
式

当
日
の
夕
方

に
、
実
行
委

員
会
（
成
人

式
代
表
者
）

主
催
の
同
級

会
も
開
催
予

定
で
す
。

問
合
せ
先　
　

山
江
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

電
話　

２
３
―
３
６
０
４

自
衛
隊
生
徒
採
用
試
験
に
つ
い
て

◆
応
募
資
格　

15
歳
～
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
4
年
4
月
2
日
～
平
成
6
年
4
月

1
日
生
）

◆
受
付
期
間　

平
成
20
年
11
月
1
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
平
成
21
年
1
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

※
締
切
日
必
着

◆
試　
験　
日　

平
成
21
年
1
月
10
日
（
土
）

◆
試
験
場
所　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◆
試
験
科
目　

①
国
語
・
社
会
・
数
学
・

　

理
科
・
英
語
（
中
学
校
卒
業
程
度
の
問
題
）

　

※
択
一
式
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
）

　

②
作
文
（
５
０
０
文
字
程
度
）

◆
一
次
合
格
発
表

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
1
月
19
日
（
月
）

　

※
最
終
合
格
発
表

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
2
月
17
日
（
火
）

◆
入　
　

隊　

平
成
21
年
3
月
下
旬

◆
問　
合　
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　

人
吉
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　

℡
２
２
―
４
７
０
４

☆
製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
☆

　

経
済
産
業
省

　

熊　

本　

県

　

山　

江　

村

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査

し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た
だ
く
調
査

票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/statistics/

平
成
21
年
山
江
村
成
人
式

　

記
念
す
べ
き
山
江
村
制
施
行
１
２
０
周

年
を
飾
る
山
江
村
成
人
式
が
、
平
成
21
年

１
月
４
日
（
日
）、
会
場
を
山
江
村
歴
史
民

俗
資
料
館
に
て
、
午
前
10
時
よ
り
開
式
予

定
で
す
。

　

今
回
の
成
人
式
対
象
者
は
、
昭
和
63
年

４
月
２
日
生
ま
れ
～
平
成
元
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
。
村
制
施
行
百
周
年
時
に
出

生
さ
れ
、
１
２
０
周
年
に
20
歳
を
迎
え
ら

れ
る
方
た
ち
で
す
。
村
民
の
方
も
、
ど
う

ぞ
記
念
す
べ
き
成
人
式
へ
お
い
で
下
さ
い
。

ま
た
、
対
象
者
に
は
、
今
年
12
月
始
め
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
り
案
内
状
が
届
き
ま
す

の
で
、
提
出
期
限
ま
で
に
出
欠
の
有
無
を

を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方
に
は

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

出
願
期
間
は
平
成
21
年
２
月
28
日
ま
で
。
資
料

を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
―
３
４
１

―
０
８
６
０
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
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あかちゃんごたんじょう　　（　）は出生日
　石本　椛

かのん

穏　（信一郎・佳奈枝）	蓑原	 （ 8 ／  9）
　溝辺　玲

れいな

那　（真幸・未歩）	 堂園	 （ 8 ／ 27）
　浦川　太

たいよう

陽　（功二・歩）	 本城	 （ 8 ／ 27）
　桐木　愛

あいる

月　（康弘・恵）	 東浦	 （ 8 ／ 30）
　上村　心

みゆう

優　（卓也・由真）	 蓑原	 （ 9 ／ 14）
　上村　穂

ほのか

華　（享史・ゆかり）	 永シ切	 （ 9 ／ 16）
　田上菜

な な み

々美　（貴雄・亜理沙）	 寺の下	 （ 9 ／ 20）
　平田　優

ゆうき

貴　（貴志・由希子）	 西川内	 （ 9 ／ 27）
　岩本　大

たいき

輝　（正弘・育代）	 岩ヶ野	 （10／  2）
　橋本　　悠

しゅう

　（誉・昌子）	 柳野	 （10／  8）
　尾方美

み わ こ

和子　（義和・路美）	 下払	 （10／  9）
　平迫　苺

まいみ

珠　（剛直・あい）	 城内	 （10／ 15）
　樫山　嘉

ひろな

七　（順治・千春）	 下城子	 （10／ 15）
　坂下虎

こ た ろ う

太朗　（寛幸・あゆみ）	 蓑原	 （10／ 17）

ご結婚おめでとう
　上田　正也　（人吉）　　　　谷口　　望　（永シ切）
　原口　正太　（蓑原）　　　　山口　紋加　（味園）

おくやみ申し上げます　　　（　）は死亡日

　米田　　守　　　（利子）　　　新層	 （ 9 ／ 20）
　松本　幸人　　　（章）　　　　秋丸	 （10／ 30）
　日熊　正勝　　　（オリエ）　　熊原	 （10／ 31）

善意ありがとうございました
【香典返し】
　宮田　れい子	 内田　誠治

【一般寄付】

　人吉タクシー㈱職員一同
　山江村体育協会ゴルフ部　部長　中山　　休

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　
東
　
京
　
便
　
り

ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
は
な
ぜ
う
ま
い
！？

　

私
の
事
務
所
の
事
務
局
長
は
大
の
ビ
ー
ル

党
で
、
特
に
ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
が
大
好
き
で

す
。
私
も
た
ま
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

す
が
、
最
初
飲
ん
だ
と
き
の
印
象
は
衝
撃
的

な
も
の
で
し
た
。
日
本
の
ビ
ー
ル
は
“
の
ど

越
し
す
っ
き
り
”
と
い
っ
た
感
じ
で
す
が
、

ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
は
コ
ク
が
あ
り
、
飲
ん
だ

後
の
鼻
を
と
お
る
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
は

何
と
も
言
え
な
い
お
い
し
さ
で
す
。

　

な
ぜ
、ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
は
う
ま
い
の
か
？

ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
は
南
ア
ル
プ
ス
の
伏
流
水

を
使
用
し
、
そ
の
水
質
が
大
変
よ
い
水
を
守

る
た
め
に
ホ
ッ
プ
や
大
麦
も
有
機
農
業
で
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
環
境
保
全
に

大
変
力
を
入
れ
て
い
る
国
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
使
用
す
る
原
料
も
“
ビ
ー
ル
純
粋

令
”
と
い
う
法
律
で
麦
芽
と
ホ
ッ
プ
、
酵
母
、

水
の
み
と
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
地
産
地
消
と
い
う
フ
ー
ド
マ

イ
レ
ー
ジ
の
観
点
か
ら
も
、
ド
イ
ツ
は
環
境

に
と
て
も
優
し
い
国
と
言
え
ま
す
。

　

安
心
安
全
な
も
の
を
作
る
た
め
の
環
境
保

全
、
し
か
も
本
物
を
作
る
と
い
う
こ
だ
わ
り
、

そ
し
て
地
産
地
消
…
ビ
ー
ル
で
学
ぶ
も
の
も

多
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

P
S
、
日
本
の
ビ
ー
ル
も
大
好
き
で
す
（
笑
）

高
橋

英会話

Chestnut（栗）のYamame（やまめ）と

山江村ALT

～ブルース先生のワンポイントレッスン～

今回は、読書中での会話です

＊Of course は「もちろん」という意味です。会話でよく使う言葉
なので、覚えておくと便利だよ。

どうでしたか？ ではまた、次号でお会いしましょう。
See you…

ゲンキですか？読書していますか？本から得た知識は、時に身を
助けるからね！さて、ヤマメ君は何の本を読んでいるかな？

：Hi, Yamame.  What are you doing?

：I’m reading a book.

：You are so enthusiastic about reading.

：Of course, it’s very important to me.

：Anyway, what are you reading?

：It’s a book about river fishing.

（やぁ、ヤマメ君。何してるの？）

（本を読んでるんだよ。）

（ヤマメ君はほんとに 読書が 好きなんだね。）

（もちろんさ、とても大事なことだからね。）

（ところで何を読んでるの？）

（川釣り攻略本さ。）

ハイ ヤ マ メ

アイム リーディング

ユ ア ー

オフ コ ー ス

エ ニ ウ ェ イ ウァット

イッツア ブ ッ ク アバウト リヴァー フィッシング

ア ー ユ ー リーディング

イッツ ヴェリー インポータント ミ ートゥ

ソー インスジアスティック アバウト リーディング

ブ ッ クア

ワ ッ ア ー ユ ー ドゥーイング

＊　　　　に名詞を入れて自分なりの文章を作って練習してみよう！
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人口と世帯
平成20年10月31日現在

各課への直通電話がございます。
山江村役場各課直通電話番号表

（  ）前号との比

総　 務　 課
産業情報課
企画情報センター
税　 務　 課
健康福祉課
会　 計 　室
建　 設　 課
議会事務局
教育委員会
歴史資料館

23-3111
23-3113
23-3112
23-5692
23-3978
23-3293
23-6449
23-3401
23-3604
23-3665

FAX(0966)-24-5669［総務課］

人　口　3,949人（＋  3)

　男　　1,863人（＋  3)

　女　　2,086人（　  0)

世帯数　1,251戸（　  0)

■P２～４　特集～九州山江村のブランド化～

■P５～19　村内トピックス

■P20～23　お知らせ
　　　　　　むらの動き

村民体育祭で地区が一丸となり優勝した７区

た　　びと　　き

山江村の情報はこちらから 山江村公式ホームページ　http://www.vill.yamae.lg.jp
やまえ村民てれび　         http://ystv.vill.yamae.lg.jp

三ヶ村森林組合で共同利用
　林分改良開発事業による機械施設の設置事業
の一つとして、この度山江、球磨、相良の三組合
でブルドーザー、削岩機を共同利用の目的で施
設する事になったが、去る十月二十二日山江農協
前広場で各関係者の臨席のもとに盛大に入魂式
を行った。
　この事業は、山奥に残る低質広葉樹林の利用
と、人工林への切替が要求されている今日、省力
林業のためにも作業路の開設は緊急を要しています。
　作業機械の代金は、千五十万円で、このうち三分の二は国、県が補助することになっています。
　ブルドーザーが人吉、球磨の森林組合に施設されたのは、はじめてのこころみであり、素材生産事業が今
後活発になるものと期待されます。

～記事より抜粋～

　次第に寒さも増す中、暖かいものが美味しく感じ
る季節となりました。
おでんや寄せ鍋、シチュウなど、野菜をたっぷり食
べるチャンスです。
少人数の食べ方として、白菜の重ね煮もおすすめで
す。疲れがたまっている方、ビタミンＢ１を多く含
む豚肉ビタミンＣを多く含む白菜・大根を簡単に温
かく・美味しくいただきましょう。

エネルギー：240kcal 　たんぱく質：13.1ｇ
１、豚肉と白菜は一口大の大きさに切る。

２、蓋つきの耐熱皿に白菜・豚肉の順に敷きつめる。
　これを繰り返し、一番上は白菜を敷きつめる。

３、２に酒・水を各1/4カップ振りかけ、蓋をして
電子レンジで加熱する。

４、３を器に盛り、大根おろしを添え、小葱を散ら
しポン酢をかける。

11月号2008
NO.223

NOVEMBER

やまえ広報第28号（昭和49年11月15日発行）から

ブルドーザー入魂式
─ 山江・球磨・相良 ─

白菜の重ね煮　

★材料（２人分）　分　量

豚ロース肉　　　 １２０g

白　　　菜　　　 小1/8株

料　理　酒　　　 1/4カップ

大根おろし　　　 １２０ｇ

小　　　葱　　　 適　量

ポ　ン　酢　　　 大さじ３

　


